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正副会長会議 

総務委員会 

関ト協大会実行委員会

　８月２０日（木）、茨城県トラック総合会館にお
いて、令和８年度第２回正副会長会議を開催しま
した。
　下記の議題について、審議しました。
　
　【議題】
（１）	協会組織のあり方について
（２）	その他

　８月２６日（水）、茨城県トラック総合会館にお
いて、令和８年度第２回総務委員会並びに第 1回
適正化事業運営委員会合同会議を開催し、茨城県
で開催予定の第６９回関東トラック事業者大会、
トラックの日ＰＲ事業、会員の新規加入・退会、
令和９年度トラック関係施策に関する要望書等に
ついて審議し了承され、理事会に上程することと
なりました。
　また、施設売却検討委員会について報告がありました。

　８月２６日（水）、茨城県トラック総合会館において、第６９回関東トラック事業者大
会実行委員会を開催しました。
　下記の議題について審議し、了承されました　
　
　【議事】
（１）大会運営について
（２）その他
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理事会 

　８月２６日（水）、茨城県トラック総合会館にお
いて、令和８年度第２回理事会及び各部会長合同
会議を開催し、提出した議案について審議し、原
案のとおり承認されました。
　また、理事会終了後に小倉会長より「最近の物
流に関する法改正について」及び「茨城県トラッ
ク協会の現状と課題」について講話がありました。
【審議事項】
（１）第６９回関東トラック協会事業者大会について
（２）トラックの日ＰＲ事業について
（３）会員の新規加入・退会の承認について
（４）事務局長の任免について
（５）令和９年度トラック関係施策に関する要望書について
（６）令和９年度貨物自動車運送事業等に関する要望書について
（７）第３１回全国トラック運送事業者大会について
（８）令和８年度荷主セミナーについて
（９）令和８年度役員及び優良従業員表彰式について
（10）令和９年賀詞交歓会について
（11）荷主向けトラックドライバートイレ利用問題チラシの作成について
【報告事項】
（12）定款第 22条に基づく業務報告について
（13）施設売却検討委員会について
（14）緊急用通行車両の事前届出について
（15）「交通事故・労働災害防止大会」開催計画書の提出について
（16）令和８年度各支部における福利厚生事業に対する助成について
（17）令和８年度事故防止コンクールについて
（18）各種講習・セミナー開催予定等について
（19）令和８年度安全性優良事業所申請状況について
（20）今後の主な予定について
（21）第６２回全国陸上貨物運送事業労働災害防止大会について
（22）令和８年度茨城県産業安全衛生大会について
（23）陸災防茨城県支部の主な活動状況について
（24）その他
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支部事務局担当者会議 

自動点呼＆物流ＤＸ活用セミナー

災害物流専門家研修

　8月２７日（木）、茨城県トラック総合会館において、令和８年度第１回事務局担当者
会議を開催しました。
　今回は、各支部のトラックの日ＰＲ事業の内容、交通事故防止コンクール、各種セミナー・
講習会開催計画、正しい運転・明るい輸送運動及び年末・年始輸送安全総点検運動に関す
る広報活動等、当面の諸課題等について事務局よ
り説明があり、その後、意見交換が行われました。

【主な議題】
　(１) トラックの日ＰＲ事業活動について
　(２) 当面の諸課題について
　(３) その他

　８月２１日 (金 )、茨城県トラック総合会館にお
いて、「自動点呼＆物流ＤＸ活用セミナー」を開催
し８０名が参加しました。
　展示会では、物流DX対応の IT 機器、運送業向
け各種システム等を扱う国内２４社が出展しまし
た。
　また、物流企業・メーカー４社にて「運送業専
用 勤怠管理・運行管理システム」から「業務前自
動点呼＆輸送デジタルプラットフォーム」と題し
て講演が行われ、会員事業者が気軽に参加できる
有意義な機会となりました。

　8月２５日（火）、茨城県トラック総合会館研修
室において、「災害物流専門家研修」を開催し、茨
ト協会員事業所、各支部事務局及び国や自治体の
職員併せて５２名が参加しました。
　研修会では、ＮＸ総合研究所の椎名博幸氏、佐
伯剛氏を講師に、災害物流専門家に求められる基
礎知識や自治体との支援物資関連体制の仕組み重要性などを学びました。
　研修終了後、受講者全員に修了証が交付されました。
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取適法とトラック適正化二法等最新取引ルールの説明会を開催

　８月２５日（火）かみす防災アリーナ（神栖市）、８月
２８日（金）Ｌ ‘ ＡＵＢＥ（土浦市）において、「取適法とトラッ
ク適正化二法」等の最新取引ルールの説明会を茨城県共催
により開催しました。
　物流業界では「２０３０年問題」への労働環境の改善が
急務の中、荷主企業とトラック運送事業者間における取引
の適正化を図るために「中小受託取引適正化法（取適法）」
が改正され、本年１月１日より施行されました。また、トラッ
ク適正化二法の一部も４月１日に施行され、いずれも「知
らなかった」では済まされない今回の法改正のポイントに
ついて説明会を開催しました。今回は前回６月開催に引き
続き、各会員及び荷主・元請の多くの方へ周知するため鹿
行地区及び県南地区で開催し、７７社１１５名の方が参加
しました。
　説明会の第１部では、公正取引委員会企業取引課上席の
武田雅弘様及び管理官補佐の小林史典様より「物流業界に
おける取引適正化の取組」について、第２部では、国土交
通省関東運輸局茨城運輸支局長の田中幸久様より、「トラッ
ク物流問題の背景・課題 法改正」について、それぞれ図解
や取組事例をふんだんに盛り込み大変分かり易くご講義を
いただき、後半は実際の物流・トラックGメンの方々から
活動内容をご紹介いただきました。最後に第３部として、
事前にいただいた質問をもとに、質疑・応答を行いました。
　また、次回の説明会は１０月２日（金）、茨城県トラック
総合会館において実施予定としておりますので、多くの方
のご参加をお待ちしております。
　説明会開催にあたり、ご協力いただきました関
係各位に厚く御礼を申し上げます。

小林公正管理官補佐

田中茨城運輸支局長

横川 物流・トラックＧメン

会場風景
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委員会・部会だより

【第１回トラック運送業界の将来を考える特別委員会】
　　
　８月２６日（水）、茨城県トラック総合会館に
おいて、第１回トラック運送業界の将来を考える
特別委員会を開催しました。
　まず小倉会長より、委員会設置の趣旨について
説明をした後、今後の進め方として、流通経済大
学流通情報学部教授の大島弘明氏が座長となり、
委員それぞれから自己紹介を兼ねた会社ＰＲを行
いました。今年度は４回開催する予定で進めて行
きます。

　【議題】
（１）	自己紹介
（２）	今後の進め方について
（３）	その他

【女性部会】（飯島智佳子部会長）
　　
　８月２０日（木）、茨城県トラック総合会館に
おいて、第２回役員会を開催しました。
下記議題について、審議しました。

〈議題〉
（１）行事予定について
①交通安全キャンペーン（9/24）について
②全国研修会（9/25）について
③視察研修会について
④関東ブロック女性協議会研修会（11/6）について
⑤異業種交流会
⑥勉強会

（２）その他
①令和８年度行事予定について
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協会だより

【【再再案案内内】】管管理理者者向向けけ教教育育研研修修会会のの開開催催ににつついいてて    
 

貨物自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う指導及び監督の指針の

項目・内容の追加、初任運転者に対する教育時間の内容などが改正され各事業所におい

て指導監督を実施して頂いていると思いますが、近年の国土交通省の監査において指導

教育不十分との指摘が多く発生しております。 

そこで、茨城県トラック協会では管理者向けの標記研修会を下記日程により開催いた

します。参加ご希望の方は、申込書をご記入の上、令和８年度９月２１日（月）までに

ＦＡＸまたは、セミナー予約システム『https://seminar.ibatokyo.or.jp/』にてお申込

み下さい。 

 

記 

 
１. 開催日時 

 開  催  日 実施時間 

第１回 
【基礎編】令和８年９月２９日(火) 

【応用編】令和８年９月３０日(水) 

９時～１６時 

受付８時３０分より 

 

※研修会は基本【基礎編】【応用編】の２日受講となります。片方のみ受講はできません。 

※応用編は、屋外での実技もありますので手袋・雨具・防寒具等は各自でご用意ください。 

 

２. 場  所  茨城県トラック総合会館 研修室 

 

３. 内  容  

国土交通省告示１３６６号に基づく、運転者に対し行う指導内容及び指導方法につ

いて解説、各社で行う月々の乗務員教育及び初任運転者特別教育にお役立て頂けます。

運転者教育についてお悩みの方、指導方法が分からない方、より良い指導方法をお探

しの方などこの機会に是非ご参加下さい。 

４．受講者枠  ５０名  ※定員になり次第締め切り 

 

５．注意事項 

・県内の感染症発生状況により、中止になる場合がございます。 

・昼食は、各自準備願います。 

                                                                                               

６．問合せ先   

茨城県トラック協会 業務部 飯島・中村  電話：０２９－３０３－６３６３ 
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管管理理者者向向けけ教教育育研研修修会会参参加加申申込込書書  

 

令和  年  月   日 

 

 

茨城県トラック協会 あて 

ＦＡＸ：０２９－２４３－５９３６ 

 

受講希望日 
※希望日に〇を 
つけてください 

開  催  日 

 
【基礎編】令和８年９月２９日(火) 

【応用編】令和８年９月３０日(水) 

 

 

会社・営業所名                                             

住  所     〒                                     

ＴＥＬ・ＦＡＸ  TEL               FAX                   

ｍａｉｌアドレス                               

参加者名 

氏 名            役職  

 

参加者名 

氏 名            役職           
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令和８年度健康管理セミナー 

「トラック運送事業者が押さえておきたい健康管理の手法と健康経営」 

の開催について 
 

ドライバーに健康で長く働いてもらうためには、定期健康診断の結果からハイリス

ク者を見つけ、確実にフォローアップすることが重要です。このセミナーでは、改訂

版「健康起因事故防止マニュアル」に基づき、トラック事業者がぜひ押さえておきた

い健康管理の手法として「運輸ヘルスケアナビシステムⓇ」を活用した健康診断結果

のフォローアップの手法を学ぶとともに、全ト協の労働安全・災害防止委員会で取得

を促進することとされた「健康経営優良法人認定制度」について、その効果と取得の

ために必要な具体的な内容に踏み込んで解説します。 

また、「熱中症対策」、「ストレスチェック」、「治療と就業の両立支援指針」につい

ても解説します。 

加えて、誰でも加齢していくという視点から、元気で長く働ける従業員を育ててい

くため、厚生労働省「高年齢者の労働災害防止のための指針」等も踏まえた健康管理

のポイントを解説します。 

つきましては、参加ご希望の方は、申込書にご記入の上、９９月月２２３３日日((水水))までにＦ

ＡＸ、またはセミナー予約システム(https://seminar.ibatokyo.or.jp)にて必要事項

を入力の上お申込み下さい。  

  

記 

 

1.日  時  令和８年１０月６日（火） １３時３０分～１６時００分 

2.場  所  茨城県トラック総合会館 研修室 

3.講  師   ＮＰＯ法人 ヘルスケアネットワーク 副理事長  作本 貞子 氏 

                           保健師   池田 幸代 氏 

4.内  容  (１)健康経営について 

         ・トラック運送事業者に健康経営がもたらす効果 

・健康経営優良法人認定制度の取得に向けて 

(２)押さえておきたい健康管理の手法 

  ・健康診断そして安全配慮措置、治療と就業の両立支援、 

ストレスチェック、熱中症対策 

             ・事例から学ぶ健康管理 

(３)加齢に向き合う従業員に必要な健康管理 

・高齢及び加齢に向き合う年代の従業員の健康管理 

・加齢に伴う心身の変化(目、耳、認知、身体機能)、 

雇用延長の際のポイント解説 

5.受講対象者  経営者及び運行管理者等 

6.受講者枠   ３０名（先着順。定員になり次第、締め切ります。） 

7.その他    ※２０２７年度Ｇマーク申請及び更新時の加点対象のセミナーとなります。 

(管理者 1点、運転者 3点) 

    

   

◆問合せ先      茨城県トラック協会 業務部  猪瀬 

電話：０２９－３０３－６３６３ 
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茨城県トラック協会 業務部 宛 

ＦＡＸ：０２９－２４３－５９３６ 

 

令和８年  月  日 

 

令和８年度健康管理セミナー 

「トラック運送事業者が押さえておきたい健康管理の手法と健康経営」 

参加申込書 
 

会社名・営業所名 

 

会社所在地 

〒 

 

電話番号/FAX番号 

 

メールアドレス 

 

所属・役職 

受講者

① 

 

受講者

② 

 

氏 名 

  

事事前前にに質質問問ががあありりままししたたららごご記記入入くくだだささいい  

 

〈〈締締  切切  日日〉〉  令令和和８８年年９９月月２２３３日日（（水水曜曜日日））  

  

※※たただだしし、、定定員員ににななりり次次第第、、締締めめ切切ららせせてていいたただだききまますす。。  
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行政等だより

重大事故を防ぐため、
適切な点検整備の実施を！

ディスク・ホイールの取付状態

タイヤの空気圧

タイヤの亀裂・損傷
ランプ類の点灯・点滅

タイヤの溝の深さ

バッテリ液量の量
冷却水の量

ブレーキ液の量

エンジン・
オイルの

ウインド・
ウォッシャ液

エンジンのかかり具合

ブレーキの踏み

駐車ブレーキ

しろ（踏みしろ）

エンジンの
・加速状態

ワイパーの拭き取

力

ろと効き具合

大型自動車は、事故が起こると重大な被害につな
がりかねません。
日頃の点検整備を徹底し、安全な車社会の形成に、
ご協力をお願いいたします。

ナットが締る方向に叩く

○点検ハンマ

いずれかの方法で、緩みがないか日常的に確認しましょう。

きちんと締め付けを行っても、
走行すると
必ず緩みが発生します
（初期なじみといいます）。
50～ 100キロほど走行したら、
規定トルクで増し締めを。

十分な締め付け力を得るため、各部を清掃後、
赤色の箇所に潤滑剤（エンジンオイル等）を
薄くぬってください。

清掃し、潤滑剤を塗布してもスムーズに回転し
ない場合は、ナットを交換してください。

◦増し締め

車輪脱着時日常点検時

◦清掃・潤滑剤の塗布

劣化がひどいものは交換を！

◦ゆるみの確認

○マーキング ○ホイールナット
　マーカー

事故件数は、近年増加

車輪脱落事故啓発動画より（R2. 国交省作成）

車輪脱落のことが
詳しくわかります

動画URL

歩行者にぶつかれば
大事故になりかねません

緩みなし状態

左右のホイール・ナットが
緩んだ状態

締付け順序
8本ボルトの場合 10本ボルトの場合

規定の締付トルク

1 1

2

3
9 5

6 10

7
8 4

2

3 4

5 7

8 6

打音点検 目視点検

0

20

40

60

80

100

120

140

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31/R1 R2 年度

（件） 発生件数（件） うち人身事故件数（件）

15
1 12 3 3 424
19

45 41
56

67
81

112

131

以下に特にご留意を！ 
※ISO規格の例のみ示しています

重大事故を防ぐため、
適切な点検整備の実施を！

ワッシャー

平面座
ホイール・ボルト

ワッシャー付
ホイール・ナット

潤滑剤 潤滑剤

ナットとワッシャーの間（摺
しゅうどうぶ
動部）に、

潤滑剤を忘れず塗ってください！

大型自動車の車輪脱落事故

大型自動車（事業用・自家用）に乗られる皆さんへ
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●自動車の点検・整備のことが詳しくわかります。

■推進：国土交通省  自動車点検整備推進協議会　■後援：内閣府  警察庁  環境省
■協力：独立行政法人自動車技術総合機構　軽自動車検査協会　独立行政法人自動車事故対策機構
一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会　一般社団法人 日本自動車工業会　一般社団法人 日本自動車販売協会連合会　一般社団法人 全国軽自動車協会連合会
一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会　日本自動車輸入組合　一般社団法人 日本自動車連盟　一般社団法人 全国自家用自動車協会　公益社団法人 日本バス協会
公益社団法人 全日本トラック協会　一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会　一般社団法人 全国レンタカー協会　一般社団法人 日本自動車タイヤ協会　全国石油商業組合連合会
一般財団法人 自動車検査登録情報協会　公益財団法人 日本自動車教育振興財団　一般社団法人 日本損害保険協会　全国共済農業協同組合連合会　全国労働者共済生活協同組合連合会
一般社団法人 日本自動車部品工業会　全日本自動車部品卸商協同組合　全国自動車電装品整備商工組合連合会　一般社団法人 自動車用品小売業協会　一般社団法人電池工業会
全国ディーゼルポンプ振興会連合会　日本自動車車体整備協同組合連合会　一般社団法人 日本自動車車体工業会　全国タイヤ商工協同組合連合会　全国自動車部品販売店連合会
一般社団法人 日本自動車部品協会　全国オートバイ協同組合連合会（順不同）

大型自動車の点検整備・車検と事業用自動車の行政処分

事故はバス・トラックともに発生しています
が、特にバスでは、乗客を巻き込む重大事故
につながりかねません
下記のような前兆が見られたら速やかに停車
し、異常の有無を確認してください

異常箇所 症　状
加速 普段より加速しづらい・減速しやすい

ブレーキの効き 普段より効きづらい

振動 ハンドルが異常に振動したり、ハンドルを取られたりする

音、臭い 聞き慣れない音がする

ゴムや樹脂が焼けたような臭いがする

煙 白煙や黒煙が発生している

電気機器 異常な作動を起こしたり、ヒューズが切れたりする

警告灯 警告灯が点灯する、警報ブザーが鳴る

車両火災のことが詳しくわかります

https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha/
tenkenseibi/tenken/t2/t2-3/

行政処分基準（令和2年3月時点）

＜初違反＞：	警告	〜	10日	×	 違反台数
＜再違反＞：	5日	〜	20日	×	 違反台数

②	定期点検整備の未実施

３
か
月
点
検

３
か
月
点
検

３
か
月
点
検

12
か
月
点
検

12
か
月
点
検

３
か
月
点
検

３
か
月
点
検

３
か
月
点
検

車検 車検

＜初違反＞：	警告	〜	 5日	×	 違反台数
＜再違反＞：	3日	〜	10日	×	 違反台数①	日常点検の未実施

車両火災
事故
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中 企 第 6 7 8 号  

令和８年（2026 年）９月１日  

 

 各関係団体の長 様 

各事業者    様 

茨城県知事 大井川 和彦  

 

適切な価格転嫁等への協力について（依頼） 

 

 日頃より、本県行政に対し特段の御理解、御協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、物価上昇を上回る賃上げを実現し、経済の好循環を実現するためには、適切

な価格転嫁を通じて、原材料費や労務費などの様々なコストを反映させた適正な価格

設定をサプライチェーン全体で定着させることが重要です。 

本年１月１日からは、協議を適切に行わない代金額決定の禁止などを盛り込んだ改

正下請法（取適法）が施行され、現在、国全体で適切な価格転嫁の実現に向けた機運

が高まってきております。 

とりわけ、毎年３月と９月は政府が定める「価格交渉促進月間」となっております

ので、この機会に適切な価格転嫁に向けた交渉を実施していただくとともに、「パー

トナーシップ構築宣言」への積極的な参加について、これまで以上に御協力いただき

ますようよろしくお願いいたします。 

県におきましても、適切な価格転嫁に取り組もうとする事業者を支援するため、価

格転嫁に関する専門の相談窓口を設置するとともに、中小企業診断士を無料で派遣す

る伴走支援を実施しております。価格転嫁に関するお悩みなどがございましたら、お

気軽に相談窓口まで御相談ください（別添チラシ参照）。 

また、中小企業診断士が価格転嫁を実践するためのノウハウや価格交渉のポイント、

専門家による伴走支援の取組みなどを解説するセミナーを随時開催しておりますの

で、下記の県ホームページを参照の上、ぜひ御参加いただきますようお願いいたしま

す。 

貴団体におかれましては、会員事業者へ本通知について御周知くださいますようお

願いいたします。 

 

【参考ホームページ】 
○ 茨城県ホームページ（価格転嫁相談窓口、専門家派遣、セミナー等） 

https://www.pref.ibaraki.jp/shokorodo/chusho/keiei/kakakutenka.html 

○ パートナーシップ構築宣言について 

https://www.biz-partnership.jp/ 

○ 価格交渉促進月間について 

https://tekitorisupport.go.jp/topics/gekkan/ 

 

 
【お問い合わせ先】 

茨城県産業戦略部中小企業課経営支援室 

電話：029-301-3550 




